
  

 

 

 

 
  

幼児の感情を読み取る努力 

                        園 長  立 石 晃 子 

45 日間の夏休みが終わり、2 学期が始まりました。長かった梅雨が明けると同時に連日猛暑

が続き、感染症予防と併せて熱中症予防にも配慮しなければならない大変な夏となりました。

2 学期も予防に努め、活動を工夫しながら進めてまいります。 

 園ではこの夏休みに、「オンラインようちえん」を試行しました。毎回ほとんどのご家庭が入

室してくださり、私は元気な子供たちと担任とのやりとりを傍で拝見させていただきました。

子供たちが画面の前に座り、ちょっと緊張しながら、友達や担任と挨拶を交わしたり、共に絵

本を読んだり、難しい折り紙に挑戦したり（保護者の皆様、お手伝いありがとうございました。

「待ってー！」という叫びがちらほら聞かれました。）リズムをしたりしていました。特に年長

児は、担任や友達の言葉を聞きながらみんなでしりとりを楽しんでいて、就学に向けての姿勢

ができてきたように感じられました。 

施設開放の際に保護者の方からオンラインでのお子様の様子について、「絵本の読み聞かせの

ときってこういうふうに聞いているんだなあと思いました。」などと伺いましたが、その中で、

「（担任の）先生の顔、かわいいですね。初めてちゃんと見ました。」という感想を伺いはっと

しました。昨年度末から子供も保護者の皆様も、教職員もマスクの毎日。子供たちや保護者の

皆様は、担任の先生の顔や表情が分からないまま、表情以外の情報から感情を感じ取り生活し

ていたのだと改めて思いました。また、教職員の側も、果たして幼児の感情をしっかりと読み

取れていたのだろうかと省みました。 

鏡原（2017）の研究では、幼児期は喜び以外の悲しみと怒りの感情は適切に表出できず、そ

れらの表情は、大人から見た場合、どのような感情を示しているか理解しがたいことが示唆さ

れた、幼児が表情を表出しているつもりであっても、部分的でわずかな変化であるがゆえに、

大人が正確にその意図を理解することは困難である、このような乖離は、大人と幼児との関係

性を崩壊させるきっかけとなり得るため、大人は幼児が意図的に表出する表情が、大人の認識

にある適切な表情と同一でないことを理解しておく必要がある、と述べています。ということ

は、マスクをし表情が分かりづらい状況ではなおのこと、大人は幼児の感情を他の情報からつ

ぶさに感じ取る努力をしなければならないと考えさせられました。 

オンラインではお互いマスクを外し、表情で感情を読み取りながらやりとりができました。

担任は初めての経験でしたが、終了後はほっとした安堵の表情を見せ、子供たち一人ひとりの

表情を捉えながらやりとりができ楽しかった様子でした。オンラインで可能な活動探しととも

にこうした点でも理解を深めることができ、有意義な「オンラインようちえん」となりました。

ご協力ありがとうございました。 
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楽しいこといっぱい！子供たちの園生活 

＜3 歳もも組＞   

どんな夏休みを過ごしたかな？たくさんお話聞かせてね♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜4 歳たんぽぽ組＞ 

楽しい夏休みを過ごしたかな？みんなでいっぱい遊ぼうね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

＜5 歳ばら組＞ 

夏休みはどんなことをしていたのかな？２学期も幼稚園で元気に遊ぼうね！ 

 初めての夏休み、いかがお過ごしでしたか？例年とは違った夏を過ごしたことかもしれません。

「オンラインようちえん」では、お家で、担任だけではなく、マスクをしていない友達に会うこ

とができ、嬉しそうな子供たちの姿が見られました。 
 長い夏休みを終え、いよいよ今日から２学期が始まりました。久しぶりの幼稚園を楽しみにし

ていた子、おうちの方と離れることが寂しい子･･･様々な気持ちで２学期をスタートされることで

しょう。そして、年少組には新しい友達も仲間に加わりました。子供たち一人ひとりの気持ちを

温かく受け止めながら、楽しいことを一緒に見付けて、「やっぱり幼稚園って楽しいな♪」と感じ

られるよう過ごしていきます。２学期は運動会や遠足など、初めての経験がいっぱいです。その

一つ一つが子供たちにとって楽しくて嬉しい経験として積み重なるよう、援助していきます。 

長くて暑い夏休み。いつもどおりの夏休みとはなりませんでしたが、ご家族でゆったり過ごさ

れたのではないでしょうか。夏休みの幼稚園では、施設開放だけでなく「オンラインようちえん」

を行いました。みんなで一緒に同じ絵本を見たり、朝顔の折り紙を折ったりして楽しく遊びまし

た。マスクを外した嬉しそうなたんぽぽ組のお友達の顔が印象的でした。保護者の皆様ご協力あ

りがとうございました。 
今日から始まる 2 学期は、運動会などの行事や、様々な活動を通して学級のつながりを感じた

り、「みんなと一緒だと楽しいね。」「みんなでやるとこんなこともできるんだ！」という思いをも

ったりできるよう援助を行っていきます。そしていよいよ生活グループを決め、当番活動を始め

ます。仕事を任される嬉しさや、やり遂げた後の満足感を感じられるように進めていきます。 

今年の夏は、例年とは少し違った夏休みを過ごした子供たちも多かったかもしれませんね。そ

んな中行った、zoom を使っての「オンラインようちえん」はいかがでしたか？初回は、子供たち

も担任も緊張気味でしたが、回を重ねるごとに、友達や担任とのやり取りがスムーズになり、た

くさんの笑顔が見られるようになりました。特別な経験をした夏休みでしたね。 
２学期の園生活では、子供たちの自信や意欲を存分に引き出し、個々の力を発揮しながらいろ

いろな行事に取り組んだり、遊びを盛り上げたりできるように援助し、友達との関わりを更に深

められるようにしていきます。 
9 月は、季節の移り変わりを感じながら自然や草花に触れ遊びに取り入れたり、思い切り体を

動かしたり挑戦したりしながらいろいろな運動遊びを友達と一緒に楽しんだりしていきます。 


